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報
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新
出
の
「
九
鬼
家
文
書
」
の
紹
介

村
井
良
介

　

こ
の
た
び
、
神
戸
市
在
住
の
佐
野
氏
よ
り
、
ご
所
蔵

の
文
書
に
つ
い
て
、
神
戸
大
学
に
寄
託
の
お
申
し
出
を

い
た
だ
い
た
。
現
在
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
文
書
を

本
学
で
借
用
し
、調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

同
文
書
は
、
も
と
は
九
鬼
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
一

部
と
み
ら
れ
る
。
内
容
は
、
織
田
信
長
黒
印
状
、
豊
臣

秀
吉
朱
印
状
、
豊
臣
秀
次
朱
印
状
二
点
、
徳
川
家
康
書

状
写
な
ど
で
、
織
豊
期
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
徳
川

家
康
書
状
写
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
新
出
の
原
文
書

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

史
料
の
貴
重
性
に
鑑
み
、
研
究
へ
の
活
用
を
可
能
と

す
る
た
め
、
こ
こ
に
速
報
と
し
て
史
料
紹
介
を
お
こ
な

う
。

　

な
お
、
所
蔵
者
の
佐
野
氏
は
直
接
九
鬼
家
と
は
関
係

な
く
、
文
書
は
祖
父
の
代
に
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
た
ど
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
文
書
を
包
ん
で
い
た
包
紙
に
記

載
さ
れ
て
い
た
文
章
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
も
と
摂
津
国

三
田
藩
主
九
鬼
家
の
一
族
で
、
同
藩
の
家
老
を
務
め
た

九
鬼
図
書
家
が
所
持
し
て
い
た
文
書
で
あ
る
ら
し
い
。

九
鬼
図
書
家
は
、
九
鬼
嘉
隆
の
子
成
隆
に
始
ま
る
。
成

隆
は
、
嘉
隆
の
正
妻
の
子
で
は
な
く
、
九
鬼
家
の
家
督

は
弟
の
守
隆
が
継
い
で
い
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
九
鬼
氏
は
、
中
世
に

は
志
摩
国
の
領
主
で
あ
り
、
一
六
世
紀
中
頃
以
降
、
九

鬼
嘉
隆
の
と
き
に
は
織
田
信
長
に
属
し
、
水
軍
と
し
て

活
躍
し
た
。
嘉
隆
の
跡
を
継
い
だ
守
隆
は
、
関
ヶ
原
の

合
戦
で
東
軍
に
属
し
、
江
戸
時
代
に
も
大
名
と
し
て
存

続
し
た
が
、
守
隆
の
跡
目
を
め
ぐ
っ
て
、
守
隆
の
子
隆

季
と
久
隆
の
争
い
が
起
き
る
。
結
果
的
に
、
幕
府
の
裁

定
に
よ
っ
て
、
久
隆
が
摂
津
国
三
田
に
、
隆
季
が
丹
波

国
綾
部
に
そ
れ
ぞ
れ
所
替
え
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、

九
鬼
図
書
家
の
九
鬼
兵
部
は
、久
隆
を
支
持
し
た
（『
三

田
市
史
』
第
一
巻
通
史
編
Ⅰ
）。

　

本
文
書
群
は
、
前
述
の
包
紙
で
七
点
の
文
書
が
一
括

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
七
点
は
、
織
田
信
長
黒
印
状
、
羽

柴
秀
吉
判
物
断
簡
（
包
紙
入
）、
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
、

豊
臣
秀
次
朱
印
状
二
点
、
徳
川
家
康
書
状
写
、
お
よ
び

一
九
四
一
年
の
東
京
美
術
親
交
会
の
平
木
清
光
に
よ
る

上
記
に
六
点
に
つ
い
て
の
鑑
定
書
（
包
紙
入
）
で
あ
る
。

以
下
、
鑑
定
書
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
写
真
お
よ
び
、
翻

刻
と
概
要
を
掲
載
す
る
。

一
、
包
紙

【
翻
刻
】

（
表
書
）

太
閤
秀
吉
公

　
　

御
朱
印　
　
　

二
枚

　
　
　

同
壱
枚
高
麗
陣

（
裏
書
）

先
祖
江
御
感
状
・
御
書
并
御
褒
美
、

尤
家
来
に
も
其
品
有
之
候
て
、
書
付
可
指
上
旨
、

諸
御
大
名
中
へ
、
従　

公
儀
被　

仰
渡
、

円
U 
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貞
享
元
甲
子
年　

隆
律
公
御
代
御
先
祖

覚
書
、
阿
部
豊
後
守
政（

正
）武

ま
て
被
差

上
候
刻
、
此
御
朱
印
之
儀
も
、
家
来
九
鬼

図
書
所
持
仕
候
由
、
御
書
上
有
之
候
、
藤
四
郎
ハ

祖
父
図
書
成
隆
、
法
名
心
巖
道
鉄
居
士
之

事
也
、

　
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
鬼
図
書

　
　

三
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
房

【
概
要
】

　

表
に
は
「
太
閤
秀
吉
公
御
朱
印　

二
枚
」
と
あ
る
が
、

実
際
に
は
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
は
一
点
の
み
で
あ
り
、

二
点
は
豊
臣
秀
次
の
も
の
で
あ
る
。「
同
壱
枚
高
麗
陣

」
と
あ
る
の
は
、
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
と
豊
臣

秀
次
朱
印
状
の
う
ち
一
点
は
、
朝
鮮
出
兵
に
関
連
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
か
指
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

裏
に
は
こ
の
文
書
群
に
つ
い
て
の
由
緒
が
書
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）、

幕
府
が
諸
大
名
と
そ
の
家
来
か
ら
感
状
な
ど
の
文
書
の

書
付
を
提
出
さ
せ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
三
田
藩
主
九

鬼
隆
律
が
老
中
の
阿
部
正
武
に
覚
書
を
提
出
し
た
際
、

家
来
で
あ
る
九
鬼
図
書
が
所
持
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
文

書
群
も
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。こ
の
な
か
に
、

文
書
の
宛
所
と
し
て
名
前
が
見
え
る
九
鬼
藤
四
郎
は
成

隆
の
こ
と
で
あ
る
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
九
鬼
成
隆
の

仮
名
が
藤
四
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

な
お
、
幕
府
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
か
ら
貞
享

初
年
に
か
け
て
、
諸
家
に
文
書
を
提
出
さ
せ
て
お
り
、

こ
れ
は
の
ち
に
『
譜
牒
余
録
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
が
、

貞
享
元
年
の
書
付
の
提
出
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
本
史
料
群
に
含
ま
れ
る
徳
川
家
康
書
状
写

は
、『
譜
牒
余
録
』
巻
第
五
二
に
九
鬼
和
泉
守
（
隆
律
）

か
ら
の
提
出
文
書
の
項
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

二
、
織
田
信
長
黒
印
状
（
折
紙
）

【
翻
刻
】

革
衣
、
同
立
付

到
来
候
、
懇
情

別
而
悦
思
食
候
、

猶
矢
部
善
七
郎

可
申
候
也
、

　

十
一
月
十
二
日　

信
長
（
黒
印
）

　
　
　

九
鬼
右
馬
允

　
　
　
　
　
　
　

と
の
へ

【
概
要
】

　

織
田
信
長
が
、
九
鬼
右
馬
允
（
嘉
隆
）
に
、
革
衣
と

立
付
（
袴
の
一
種
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
矢
部
善
七
郎
（
家
定
）
は
、
信
長
の

側
近
で
あ
る
。

３．羽柴秀吉判物断簡および包紙

け
い
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三
、
羽
柴
秀
吉
判
物
断
簡
（
包
紙
入
、
折
紙
）

【
翻
刻
】

（
包
紙
）

「
太
閤
秀
吉
感
状
并
判
入
」

　
　
　
　
　
　
　

筑
前
守

　
　

二
月
廿
二
日　

秀
吉
（
花
押
）

【
概
要
】

　

羽
柴
秀
吉
の
折
紙
の
、
日
付
と
署
判
部
分
の
み
を
切

り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
包
紙
に
は
「
太
閤
秀
吉
感
状

并
判
入
」
と
あ
り
、「
并
判
入
」
が
、
こ
の
切
り
取
ら

れ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
と
は
別
に
感

状
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

四
、
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
折
紙
）

【
翻
刻
】

長
々
在
陣
辛
労

不
被
及
是
非
候
、
仍
帷
三

被
下
候
、
令
着
、
弥
可
入

精
候
、
就
其
御
仕
置
等

儀
、
以
御
一
書
、
被
仰
遣
候
、

猶
熊
谷
半
二
・
水
野

久
右
衛
門
可
申
候
也
、

　

五
月
朔
日
（
朱
印
）

　
　
　
　

九
鬼
藤
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
へ

【
概
要
】

　

九
鬼
藤
四
郎
（
成
隆
）
に
宛
て
た
、
豊
臣
秀
吉
の
朱

印
状
で
あ
る
。
熊
谷
半
二
と
水
野
久
右
衛
門
が
使
者
と

な
っ
て
い
る
。
三
鬼
清
一
郎
編『
豊
臣
秀
吉
文
書
目
録
』

に
よ
れ
ば
、
秀
吉
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
五
月

一
日
付
で
、
こ
の
両
人
を
使
者
と
し
て
、
朝
鮮
出
兵
の

た
め
出
陣
中
の
諸
将
に
向
け
て
、
一
斉
に
文
書
を
発
給

し
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
中
川
家
文
書
」（
神
戸
大
学

文
学
部
所
蔵
）
に
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
朱
印
状
が

残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
書
の
年
代
も
文

禄
二
年
に
比
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
文
書
と
、
以
下
の
豊
臣
秀
次
朱
印
状
二
点

は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
大
高
檀
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

五
、
豊
臣
秀
次
朱
印
状
（
折
紙
）

【
翻
刻
】

二
月
廿
七
日
之
書
状

委
細
被
加
披
見
候
、

同
廿
二
日
敵
番
船

相
動
候
処
、
其
方
舟

共
乗
出
、
則
敵
船

二
艘
乗
捕
由
、
尤
之
行
、

寔
神
略
之
動
、
被
感

思
食
候
、
弥
其
手
之

面
々
令
相
談
、
無
越
度

様
ニ
、
可
入
精
儀
専
一
候
、

彼
是
気
遣
候
段
、

尤
被
察
思
召
候
、
猶
吉

左
右
可
申
越
也
、

　

三
月
廿
七
日
（
朱
印
）

　
　
　
　

九
鬼
藤
四
郎
と
の
へ

　
　
　
　

九
鬼
大
隅
守
と
の
へ

【
概
要
】

　

九
鬼
氏
が
敵
船
二
艘
を
乗
っ
取
っ
た
戦
功
を
賞
し
た

豊
臣
秀
次
の
朱
印
状
で
あ
る
。宛
所
は
九
鬼
藤
四
郎（
成

隆
）
と
九
鬼
大
隅
守
（
嘉
隆
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

文
書
は
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
九
鬼
家
の
項
に
写
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
秀
吉
の
感
状
と
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
、
原
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
秀
次
朱
印
状

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
『
寛
永
諸

家
系
図
伝
』
の
写
で
は
、
宛
所
は
九
鬼
大
隅
守
の
み
で

あ
る
。
原
文
書
の
方
を
見
る
と
宛
所
の「
九
鬼
藤
四
郎
」

の
文
字
は
墨
色
が
他
と
や
や
異
な
り
、
追
筆
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
が
九
鬼
図
書
家
の
所
持
に

な
っ
た
あ
と
、
図
書
家
の
始
祖
で
あ
る
藤
四
郎
の
名
前

を
書
き
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
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４．豊臣秀吉朱印状

５．豊臣秀次朱印状
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６．豊臣秀次朱印状

７．徳川家康書状写
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村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
中
巻
（
日
本
学
術

振
興
会
、
一
九
五
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
の
年
代

は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
比
定
さ
れ
、
関
ヶ
原
合

戦
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
。
同
日
付
で
ほ
ぼ
同
文
の

文
書
が
長
岡
忠
興
・
加
藤
茂
勝
（
水
口
加
藤
家
文
書
）、

一
柳
直
盛
・
西
尾
光
教
・
市
橋
長
勝
・
横
井
時
泰
（
水

野
文
書
）、
浅
野
幸
長
（『
譜
牒
余
録
』
二
二
・
松
平
安

芸
守
）
な
ど
、他
の
東
軍
方
諸
将
に
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

原
文
書
は
折
紙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
写
自

体
は
切
紙
で
あ
る
。

［
付
記
］

　

こ
れ
ら
の
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
大
阪
城
天
守
閣
の

跡
部
信
氏
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
朱
印
等
が
間
違
い
の
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
判
断
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

翻
刻
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
木
村
修
二
氏
、
藤
井
讓
治

氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。

　

最
後
に
、
所
蔵
者
の
佐
野
氏
に
は
、
史
料
の
掲
載
に

つ
き
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

書
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
二
月
二
二
日
、
朝
鮮

軍
が
慶
尚
道（
キ
ョ
ン
サ
ン
ド
）の
熊
川（
ウ
ン
チ
ョ
ン
）

を
攻
撃
し
た
際
、
九
鬼
嘉
隆
、
脇
坂
安
治
ら
が
敵
船
を

捕
獲
し
た
戦
功
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。九
鬼
氏
で
は
、

家
人
の
越
賀
隼
人
・
青
山
豊
前
が
敵
船
を
捕
ら
え
た
と

い
う
。「
脇
坂
文
書
」に
も
同
じ
戦
い
の
戦
功
を
賞
し
た
、

三
月
二
八
日
付
の
秀
次
朱
印
状
が
あ
る
（
三
鬼
清
一
郎

編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
目
録
』
お
よ
び
『
史
料
綜
覧
』
第

一
三
巻
参
照
。
な
お
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
で
は
、
秀

吉
朱
印
状
と
し
て
い
る
）。
文
中
に
み
え
る
「
其
手
之

面
々
」
は
、
九
鬼
・
脇
坂
ら
舟
手
衆
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
文
書
は
折
紙
で
あ
る
が
、
折
紙
と
し
て
は
、

開
い
た
と
き
の
下
半
分
の
字
の
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
度
切
り
離
し
て
継
ぎ
直
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
豊
臣
秀
次
朱
印
状
（
折
紙
）

【
翻
刻
】

鯨
一
折
到
来
、

志
之
事
、
誠
悦

思
食
候
、
猶
武
藤

長
門
守
可
申
候
也
、

　

正
月
十
四
日
（
朱
印
）

　
　
　
　

九
鬼
藤
四
郎
と
の
へ

【
概
要
】

　

豊
臣
秀
次
が
、
九
鬼
藤
四
郎
（
成
隆
）
に
、
鯨
を
贈

ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
た
朱
印
状
で
あ
る
。
武
藤

長
門
守
は
秀
次
の
家
来
で
あ
る
。

七
、
徳
川
家
康
書
状
写
（
切
紙
）

【
翻
刻
】

其
元
模
様
承
度
候
而
、

以
村
越
茂
助
申
候
、
御
談
合

候
而
、
可
被
仰
越
候
、
出
馬
之
儀
者
、

油
断
無
之
候
、
可
被
心
易
候
、

委
細
口
上
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　

八
月
十
三
日　

家
康

　
　
　
　
　
　

吉
田
侍
従
殿

　
　
　
　
　
　

池
田
備
中
守
殿

　
　
　
　
　
　

九
鬼
長
門
守
殿

【
概
要
】

　

徳
川
家
康
が
吉
田
侍
従
（
池
田
輝
政
）、
池
田
備
中

守
（
長
吉
）、
九
鬼
長
門
守
（
守
隆
）
に
対
し
て
出
し

た
書
状
の
写
で
あ
る
。
村
越
茂
助
（
直
吉
）
は
家
康
の

家
来
で
あ
る
。
原
文
書
は
備
前
池
田
文
書
に
あ
り
、
前

述
の
よ
う
に
、『
譜
牒
余
録
』
に
は
九
鬼
和
泉
守
（
隆
律
）

の
項
に
、
松
平
伊
予
守
（
岡
山
藩
主
池
田
綱
政
）
所
持

の
文
書
を
写
し
た
も
の
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中




